
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 11 回 理事会  

日 時 令和 3 年 3 月 12 日  18:00～20:55 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事事務所：小無田彰仁 

リモート：大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、重松康志、永木照彦、浦川純二、     

大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子 

監事リモート：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

その他：岡 一（規約審議委員会委員長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １ 令和 3 年度事業予算について 

第 9 号議案が入る前の予算計上。1780 万円が繰り越し額で 500 万円が残金。公益事業比率は
80.7%でクリア。臨床実習を入れると、100%事業実施した場合、残金が 350 万円となる見込み。
第 9 号議案の審議結果を入れた事業予算について、また微調整が出て期末残高が変わる場合は財
務担当理事、並びに三役の判断に委ねることについて審議。 審議の結果、提案通り可決された。 

２）令和 3 年度事業計画について 
前回提出分からの変更点を提示。災害リハの研修会の企画、メディカルサポートマニュアル作成、糖
尿病対策事業研修会の企画、ワークライフバランスにてハラスメント研修会の企画、ラグビーの削
除。審議の結果、提案通り可決された。 

３）NPTA 規程整備と定款変更について 
   各規程に必要修正を施し、NPTA 規程集として整備出来た。長崎の現状を考えると充足したもの。広

告規程、顧問及び相談役の委嘱に関する規程、共催・後援規程、会計処理規程、推薦規程では文言の
修正あり。総会の決議、招集について文言追加。コンソーシアムに絡み、文章追加。委任及び書面決
議について、文章追加。会長が欠けた場合の職務代行について詳しく記載。書面による議決権につい
ても追加。最終調整終わったら事務局長にお渡しする。審議の結果、提案通り可決された。 

４）長崎市障害支援区分認定審査会委員選定の件について 
長崎市障害支援区分認定審査会委員の任期満了に伴う推薦依頼あり。3 名体制で、現任が塩塚先生、井
手先生、池田先生。定員 3 名から 2 名に削減され、公募の結果塩塚先生と井手先生の 2 名を候補とす
る。審議の結果、提案通り可決された。 

５）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員申請状況について 
6 名提出あり。No.1、No.2 については問題なし。No.3、4、5、6 については履修要件が士会指定事業
ではないが、今年度は県士会事業が行えなかったこともあり、事業の確認後問題なければ次回の理事
会で再審議とする。またその後の申請については組織運営検討委員会に委ねることとする。No.1、
No.2 について審議。審議の結果、提案通り可決された。 

 ６）４団体合同開催「地域包括ケアに資する地域リハビリテーション専門職の養成研修会」の今年度の事
業中止について 

   五島地区の療法士を対象としたが、調整が難しく、またコロナ禍の影響もあり、今年度の研修会は中
止。10 万円の予算は未執行となる。次年度は、完全オンラインで平日の分散型も考慮し準備する。審
議の結果、提案通り可決された。 

７）メディカルサポートマニュアルの再作成について 
     マニュアルについて修正、調整するべき点があり。今年度完成したところまでを第 1 版とし、次年度

第 2 版を作成予定。次年度事業に挙げ、13 万円の予算を立てる。審議の結果、提案通り可決された。 
８）オリパラ関係者ブラッシュアップ研修会参加者について 

   ブラッシュアップのための教材について、各県の研修会を行うことを希望した担当者宛にオンデマン
ド教材が配布された。全会員に向けオープンには出来ないが、役員、スポーツ担当者等必要性の高い
会員の視聴は可能とのこと。今後の研修会やサポート活動にどう活用するか、情報を整理し、次回理
事会で再提出とする。 

９）令和 3 年度臨床実習指導者養成講習会予算について 
   令和 3 年度の臨床実習養成講座を 6 回予定。養成者の目標 300 名のところ 150 名程。次年度 300 名養

成予定。開催場所は総合福祉センター2か所、学校が 3か所など。総合福祉センター開催が 825,500円
×2回、学校が 525,000円×４回でトータル 3,753,000円。フェイスシールドを入れて 390万円程度。
途中からリモートになると減額もあり得る。審議の結果、提案通り可決された。 

 １０）新入会承認について 
    入会 0 名、休会 78 名、退会 6 名、復会 5 名。審議の結果、提案通り可決された。 



（２）報告事項 
１）NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク第 26 回全国の集い in 長崎おおむら 2020 大会   

実行委員会について 
   第 5 回、第 6 回に出席し、リハビリテーション部会として、沖田先生に運動器疼痛について話してい

ただくよう調整。 
２）学校保健特別支援教育担当者会議について 

   重松理事、浦川理事が出席。特別支援に対する予算付けはどこもされていない。今後、文科省より教
育的対応が可能な人材として理学療法士が必要との提言あり。今後、介入していくため各県で考えて
ほしいとのこと。道順をつけて動いていく。 

 ３）長崎招待ラグビー中止の件について 
来年度予定されていた長崎招待ラグビーについて、2 月 9 日にラグビー協会から中止の連絡あり。事業
計画からも削除済み。 

 ４）令和 2 年度 メディカルサポート活動マニュアル作成について 
今年度、第 1 版の報告となり、次年度は第 2 版となる。 

 ５）令和 2 年度 スポーツ指導者支援研修会について 
スポーツ指導者支援研修会・認定を持っている先生が約 1 時間の講習を実施。サッカー協会 4 種指導
者と保護者で 35 名。データやエコー、レントゲンなどの画像所見を用い、興味を引けた内容と思う。
参加者からはポジティブな意見を得られた。 

 ６）令和 2 年度 5 団体合同災害リハ研修会について 
2 月 27 日に開催。参加者は 72 人で内訳は PT46名、OT19名、ST6名、歯科衛生士 1 名。講師は昨年
に引き続き山鹿温泉リハビリテーション病院の佐藤先生。内容は講演と REHUG。 

 ７）第 1 回スポーツ理学療法推進班研修会報告について 
   標記について 2 月 20 日開催。参加者は 43 名。内容は、メディカルサポート活動の紹介と、マニュア

ル作成の説明。初めての参加者が多かった。当日のキャンセルが 7 名、途中退席もあり、Web 研修を
通しての課題も見えた。 

 ８）令和 2 年度介護保険部研修会報告について 
   2 月 26 日 ZOOM によるオンライン研修会という形で開催。講師は小濱道博先生。参加者は 98 名。招

待メールの使い回しが発覚し、今後の管理面が課題となる。 
 ９）九州理学療法士学術大会 2021 from SASEBO,長崎 進捗状況報告について 
   概ね順調に経過。学会ホームページについて、養成校 1 校につき 3 万円で学生の視聴可プラス広告掲

載という案内を 3 校に行った。企業広告について、学会ホームページにアップするためのお声掛けを
している。今回は広告動画作成などの工夫をしてみてはどうでしょうか、との文書を添えて 3 月 10 日
付け 30 社に案内済み。WEB環境については次回の理事会で報告。査読候補者推薦依頼は 3 月 11 日に
送付済み。 

 １０）女性理学療法士の会参加報告 
    2 月 19 日、第 2 回の九州ブロック情報交換会に出席。各県ハラスメント研修会に取り組んでいるよ

うで、長崎でも展開を予定。女性理事、代議員が少ないことが全国的な共通課題。女性理事の選出
も検討。来年度アンケート調査を展開予定。 

 １１）本会ホームページにおける「会員の方へ」のパスワード化について 
    ホームページで一般、会員ともに同じ情報を提供している状況。今後会員専用ページを設け、情報

の差別化を検討。パスワード化の運用試験実施後、4 月 1 日から運用開始予定。不具合があれば適時
見直し。 

（３）その他報告事項 
 １）学術研修大会総括について 

大変好評のうちに終了。参加者 264 名、延 541 名。回線面のトラブル等少々あったが、皆の協力で円
滑に進行できた。今大会を通して、各パートの運営マニュアル整備も大方出来上がった。他部局の研
修会にも活用可能となる。今後必要に応じてブラッシュアップ予定。 

 ２）令和 3 年度 定時総会について 
前回理事会後、定時総会開催は 13日に決定したが、勤労福祉会館講堂が取れず。5月 30日は予約可能
で印刷発送もどうにか間に合う。5月 30日で仮予約を入れた。初稿提出が 4月 22日、最終提出が 4月
30 日、資料発送が 5 月 15 日予定とする。 

 ３）災害補償制度について 
コロナウイルス関連の補償に関して、代理店の担当者に確認したところ、現在、加入している団体保
険でも新型コロナウイルスは急性呼吸器疾患に該当し、保証対象になるとのこと。ただ、行事参加中
の発症が条件。また、「行事参加中に発症した」とする医師診断書が必要となる。現在、加入している
保険に感染症特約等は付与不可。新型コロナウイルスに対応する保険は高額。 

 ４）50 周年記念式典について 
来年 3 月頃の開催を検討。 

- 


